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はじめに 

バッテリーへの充電を想定した際に，充電状態によって負荷が変動して見えることから，電磁誘導型ワイ

ヤレス給電方式において負荷に印可される出力電圧を安定化することは非常に重要な課題である．出力電圧

を安定させる方法として，トランス T 型等価回路のインダクタンスを補償する方法 1), 2)がある．この方法で

は，入力電圧が負荷にそのまま印可される形となるため，負荷によらず出力電圧を安定させられる．しかし，

伝送効率が最大となる条件 3)から外れるため，高効率を達成するために必要な結合係数と Q 値の条件が変わ

るだけでなく，一次側からみた力率の低下も懸念される．そこで本稿では，一次側に並直列コンデンサを接

続する方法を提案し，インダクタンス補償方法の比較から最大伝送効率の条件について検討した結果につい

て報告する． 

 

式の導出及び解析結果 

本稿における電磁誘導型ワイヤレス給電方式の T 型等価回路を Fig.1 に示す．一次側には並直列に，そし

て二次側には直列にコンデンサを接続している．図における Li－M をコンデンサで補償したときの最大伝送

効率 ηmaxは以下の式で表される． 
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ここで，αは結合係数 k とコイルの Q値より，k2Q1Q2としている．LC回路の共振条件で二次側を補償したと

き 3)と比較して巻線抵抗比 r1/r2 の項が追加された形となっている．上式より，一次側と二次側に同じコイル

を用いたとき（r1/r2 = 1）の αと最大伝送効率の関係を Fig.2 に示す．結果として，同形状コイルを用いた場

合，最大伝送効率 90 %以上を維持しつつ電圧の安定化を図るためには，700以上の α値が必要となり，この

値は LC共振条件で 90 %以上を達成するために必要な α値の約 2倍となっている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 Equivalent circuit.                     Fig.2 Maximum transmission efficiency ηmax vs α. 
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